
解答・解説 
 

 (1)  

  ① 水面と辺ＡＢ，ＡＣ，ＡＤ，ＡＥとの交点 

   をそれぞれＧ，Ｈ，Ｉ，Ｊとする。 

   点Ａから面ＢＣＤＥに垂線ＡＫを下ろすと， 

   △ＡＢＫは直角二等辺三角形なので， 

   ＡＫ＝ＡＢ×
2

1
＝ 6 ×

2

1
＝ 3 (㎝) 

   よって，点Ａから水面までの距離が
2

3
㎝ より 

   (四角すいＡ－ＧＨＩＪ)∽(四角すいＡ－ＢＣＤＥ)  

   で，相似比は 
2

3
： 3 ＝1：2 

    したがって，体積比は 13：23＝1：8 となるので， 

   求める体積(水の量) は，(四角すいＦ－ＢＣＤＥ)＋(四角すいＡ－ＢＣＤＥ)×
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＝
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315
( 3㎝ ) …(答) 

 

  ② ①のＧＨがＢＣと一致するように傾け 

   ればよく，水面は右の図のＢＣＰＱとなる。 

   ①より，水が入っていない部分の体積は， 

   (四角すいＡ－ＢＣＤＥ)×
8

1
( 3㎝ ) となる。 

    ＡＰ＝ＡＱ＝x (㎝)， 

   (四角すいＡ－ＢＣＤＥ) の体積をＶと 

   おくと， 

   (三角すいＡ－ＢＰＱ)＝Ｖ×
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   (三角すいＡ－ＢＣＰ)＝Ｖ×
2

1
×

6

x
＝Ｖ×

2

1
×

6

6x
 

   よって，Ｖ×
2

1
×

6

2x
＋Ｖ×
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1
×

6
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＝
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1
Ｖ，2x2＋ 62 x－3＝0 

   0＜x(＜ 6 ) より，x＝
2

326＋－
(㎝) …(答) 

Ａ

Ｂ
Ｃ

ＤＥ

Ｆ

㎝6

Ｋ

㎝3

Ｇ Ｈ

ＩＪ

 

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｑ
Ｐ

x㎝
x㎝

㎝6

 



Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｗ 

Ｘ 

Ｙ 

Ｚ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

Ｖ 

㎝6   

㎝6   
Ｍ 

Ｌ 

3 

4 

1 

 (2) 正八面体を 1辺 62 ㎝ の正四面体に 

  埋め込んで考える。 

   右の図のように点を定めると，入れた水の 

  量は，(三角すい台ＲＳＴ－ＸＹＺ)－ 

  (三角すい台ＲＵＶ－ＸＣＦ)×3で 

  求められる。 

   ここで，正八面体の上の面(△ＡＢＥ)  

  から水面までの距離は，点Ｂから△ＲＵＶ 

  に下ろした垂線ＢＭの長さに等しい。 

  ＢＬ＝
3

6
× 6 ＝2(㎝) なので， 

  (正四面体Ｂ－ＲＵＶ)∽(正四面体Ｂ－ＸＣＦ) 

  で，相似比は ＢＭ：ＢＬ＝
2

1
：2＝1：4 

  よって，体積比は 13：43＝1：64 となるので， 

  (三角すい台ＲＵＶ－ＸＣＦ)×3＝
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2
×( 6 )3×

64

63
×3＝

64

3189
( 3㎝ ) 

   また，(正四面体Ｗ－ＲＳＴ)∽(正四面体Ｗ－ＸＹＺ) で，相似比は ＷＲ：ＷＸ＝5：8 

  よって，体積比は 53：83＝125：512 となるので， 

  (三角すい台ＲＳＴ－ＸＹＺ)＝
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512

387
＝

64

3387
( 3㎝ ) 

  したがって，求める水の量は，
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399
( 3㎝ ) …(答) 

 

 


